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東
西
の
ド
イ

ツ
が
統
合
さ
れ

て
か
ら
20
年
を

経
た
。こ
の
間
、

資
本
主
義
社
会
は
熟
成
度
を

増
し
つ
つ
旧
東
ド
イ
ツ
の
市

民
も
大
分
慣
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

資
本
主
義
と
は
金
が
金
を

生
む
社
会
で
、
金
権
社
会
と

も
言
え
る
。
教
条
主
義
的
な

勉
学
で
得
た
知
識
も
そ
れ
な

り
の
財
産
だ
が
、
実
社
会
の

日
常
で
の
経
験
は
善
悪
と
は

別
に
実
情
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

月
謝
を
払
う
生
徒
が
給
与

を
貰
う
教
師
よ
り
偉
く
、
治

療
費
を
払
う
患
者
が
そ
の
金

で
糊
口
を
癒
す
医
者
よ
り
偉

い
の
と
い
う
普
遍
的
な
価
値

観
が
教
育
崩
壊
や
医
療
崩
壊

の
根
底
に
あ
る
。

　

技
術
も
金
に
な
る
か
ら
尊

重
さ
れ
る
。
金
に
な
ら
な
い

情
熱
や
意
欲
や
プ
ラ
イ
ド
は

「
武
士
の
や
せ
我
慢
」
で
、

明
治
の
頃
か
ら
空
疎
化
を
加

速
さ
せ
て
き
た
。

　

た
だ
、
世
の
中
は
経
済
だ

け
で
は
な
い
。
そ
の
上
部
に

政
治
が
あ
る
。
政
治
も
金
ま

み
れ
で
あ
る
が
、
ま
だ
有
権

者
の
意
に
迎
合
す
る
施
策
が

主
で
金
は
従
で
あ
る
。
不
景

気
だ
か
ら
我
々
の
代
表
で
あ

る
議
員
の
報
酬
を
減
ら
せ
ば

民
主
主
義
の
後
退
を
意
味
す

る
こ
と
を
否
定
す
る
ほ
ど
世

の
中
腐
っ
て
は
い
な
い
。

「
効
率
化
」精
神
を
受
け
継
ぐ
改
定

歯
科
医
療
の
窮
状
は
救
え
な
い

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
開
会

の
あ
い
さ
つ
で
、
大
阪
府
の

橋
下
知
事
が
財
政
再
建
と
銘

打
っ
て
歳
入
に
直
結
し
な
い

府
民
む
け
の
施
策
を
切
り
捨

て
る
一
方
で
、
関
空
二
期
工

事
や
Ｗ
Ｔ
Ｃ
関
連
な
ど
大
型

公
共
事
業
に
ま
い
進
し
て
い

る
と
指
摘
。「
橋
下
改
革
の
よ

う
に
社
会
格
差
を
広
げ
る
や

り
方
で
は
な
く
、
社
会
保
障

の
充
実
で
府
民
に
活
力
を
与

え
、
歯
科
医
療
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

説
明
会
で
は
『
２
０
１
０

年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を

テ
キ
ス
ト
に
吉
田
裕
志
副
理

事
長
が
今
次
改
定
の
内
容
を

解
説
、
社
保
研
究
部
の
安
積

中
氏
が
新
点
数
に
も
と
づ
く

症
例
を
説
明
し
た
。

押
し
し
た
。

　

確
か
に
民
主
党
に
期
待
し

た
医
療
関
係
者
の
間
で
、
失

望
感
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
民
主
党
の
元

々
の
医
療
政
策
は
医
療
関
係

者
の
期
待
を
集
め
る
よ
う
な

内
容
で
は
な
か
っ
た
。

○
市
場
原
理
・
自
己
責
任
・

　

規
制
緩
和
が
結
党
の
理
念

　

１
９
９
６
年
に
旧
民
主
党

（
菅
、
鳩
山
２
人
代
表
制
）

が
発
足
し
、98
年
に
民
政
党
、

新
党
友
愛
、
民
主
改
革
連
合

と
合
流
し
た
。
98
年
の
統
一

混
乱
す
る
。
今
後
の
説
明
会

に
出
て
整
理
し
て
い
き
た
い

・
紙
出
し
に
つ
い
て
は
、
も

っ
と
簡
素
化
す
る
べ
き

派
と
し
て
出
発
し
た
。

　

04
年
版
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
岡
田
代
表
）
に
お
い
て

も
、「『
市
場
の
こ
と
は
市
場

に
』
委
ね
て
、
国
民
の
元
気

が
経
済
活
動
に
活
か
さ
れ
る

社
会
に
す
る
こ
と
だ
。
市
場

を
通
じ
た
自
由
な
競
争
が
経

済
の
活
力
を
」
も
た
ら
す
と

い
う
、
新
自
由
主
義
そ
の
も

の
の
政
策
を
掲
げ
て
い
た
。

ま
ず
こ
の
事
実
を
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

　協会の社保担当事務局員は、改
定書籍「歯科保険診療の研究」の
作製作業で４月中旬まで事務所を
離れるため、お問い合わせは出先
から折り返しの対応とさせていた
だきます。ご迷惑をおかけします
が、ご理解をお願い致します。

　

協
会
は
２
０
１
０
年
診
療
報
酬
新
点
数
中
央
説
明
会
を
３
月
22
日
、
御
堂
会
館
（
大
阪

市
中
央
区
）
で
開
き
、
午
前
・
午
後
を
通
し
て
１
８
０
０
人
の
参
加
者
が
協
会
社
保
研
究

部
、
政
策
部
の
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。
会
場
で
は
「
効
率
化
の
流
れ
が
受
け
継
が
れ
た
改

定
で
は
歯
科
医
療
の
窮
状
は
救
え
な
い
。
患
者
さ
ん
や
国
民
と
手
を
つ
な
ぎ
医
療
や
社
会

保
障
の
拡
充
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
（
全
文
２
面
）
を
採
択
し
た
。
参
加
者

か
ら
、〝
て
い
ね
い
で
分
か
り
や
す
い
〞、〝
情
報
が
早
い
〞
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

小
澤
力
副
理
事
長
と
戸
井

逸
美
政
策
部
員
が
、
冊
子

「
２
０
１
０
年
診
療
報
酬
改

定　

狙
い
と
本
質
を
読
む
」

を
解
説
。
民
主
党
政
権
で

も
、「
効
率
化
」
が
医
療
に

持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

る
と
強
調
し
、
基
本
診
療
料

へ
の
技
術
料
の
包
括
化
、
レ

セ
プ
ト
電
子
請
求
化
な
ど
不

合
理
に
対
す
る
声
を
高
め
る

べ
き
と
述
べ
た
。

Ａ４判、２色刷り、定価8000円

診療報酬改定
中央説明会

　

吉
田
氏
は
、
歯
科
疾
患
管

理
料
が
一
本
化
さ
れ
た
こ

と
、
有
床
義
歯
調
整
管
理
料

の
新
設
、
訪
問
診
療
へ
の
時

間
要
件
の
持
ち
込
み
な
ど

を
、
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
新
た

な
管
理
計
画
書
見
本
な
ど
を

示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
４
月

１
日
以
降
は
、
歯
科
医
療
機

関
で
も
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
明
細

書
発
行
が
義
務
化
さ
れ
る
と

し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
対
応
表

に
も
と
づ
い
て
解
説
し
た
。

　

安
積
氏
は
、
歯
科
疾
患
管

理
料
・
義
歯
管
理
料
と
有
床

義
歯
調
整
管
理
料
・
歯
科
技

工
加
算
・
訪
問
診
療―

―

な

ど
の
症
例
を
、
旧
点
数
と
比

較
し
て
説
明
し
た
。

大
会
で
基
本
政
策
と
基
本
理

念
を
定
め
た
。
基
本
政
策
は

「
自
己
責
任
と
自
由
意
思
を

前
提
と
し
た
市
場
原
理
を
貫

徹
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済

構
造
改
革
を
行
う
」で
あ
る
。

「
私
た
ち
の
基
本
理
念
」

は
、「
自
由
で
安
心
な
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
」「
規

制
改
革
を
長
期
的
経
済
発
展

の
基
本
と
位
置
づ
け
、
経
済

的
規
制
は
原
則
廃
止
す
る
」

で
あ
る
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
構

造
改
革
派
、
規
制
緩
和
推
進

主
党
政
権
に
期
待
し
て
い
る

医
療
関
係
者
は
非
常
に
多
か

っ
た
。
そ
れ
で
こ
の
程
度
な

　

参
院
予
算
委
員
会
（
３
月

４
日
）
で
桜
井
充
議
員
（
民

主
）
は
、
４
月
実
施
の
診
療

報
酬
改
定
に
関
し
菅
直
人
財

務
大
臣
か
ら
「
も
ち
ろ
ん
今

回
の
医
療
費
の
引
き
上
げ
は

十
分
と
は
い
え
な
い
」
と
い

う
回
答
を
引
き
出
し
、「
民

の
か
と
い
ま

失
望
感
に
変

わ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
だ
め

を
頼
り
に
し
て
い
る

・
届
出
、
院
内
掲
示
、
カ
ル

テ
記
載
な
ど
、
事
務
作
業
の

煩
雑
化
が
心
配
さ
れ
る

・
改
定
の
情
報
が
早
く
も
ら

え
る
の
で
、
と
て
も
助
か
る

・
ど
の
届
出
が
必
要
な
の
か

（
寄
せ
ら
れ
た
声
）

・
説
明
が
非
常
に
分
か
り
や

す
か
っ
た

・
オ
ン
ラ
イ
ン
や
訪
問
な

ど
、
分
か
り
に
く
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
協
会
の
説
明
会

　

協
会
は
、
２
０
１
０
年
診

療
報
酬
改
定
内
容
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
冊
子
『
歯

科
保
険
診
療
の
研
究　

２
０

１
０
年
４
月
版
』
を
、
４
月

下
旬
に
会
員
に
無
料
で
一
冊

お
届
け
し
ま
す
。
同
誌
は
、

点
数
算
定
の
告
示
・
通
知
を

臨
床
家
の
立
場
か
ら
、
分
か

り
や
す
く
解
説
、
保
険
診
療

の
手
引
き
と
し
て
好
評
で

す
。

６
月
か
ら
社
保
講
習
会
開
く

　

社
保
研
究
部
は
、『
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
』
を
テ
キ

ス
ト
に
、
社
保
講
習
会
を
開

き
ま
す
。（
詳
細
は
４
面
）

1800人の参加者が耳を傾けた会場内＝３月22日、大阪市内

付
録
・
新
点
数
の
疑
義
解
釈

付
録
・
新
点
数
の
疑
義
解
釈  

４
面
・
点
数
説
明
会
の
地
区
会
場
一
覧
、講
習
会
一
覧

４
面
・
点
数
説
明
会
の
地
区
会
場
一
覧
、講
習
会
一
覧

膨
ら
む
民
主
党
へ
の
失
望
感

基
本
理
念
は
「
構
造
改
革
派
」
で
出
発

『歯科保険診療の研究』

会員に１冊無料でお届け

《２》

新
政
権

新
政
権

医
療・社
会
保
障
政
策

日
野
秀
逸
（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

文
書
提
供
や
明
細
書
発
行

な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

○
民
主
党
議
員
か
ら
も

　

医
療
政
策
に
疑
問
が
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